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 １ メッセージ 

 

 

 

科学技術の発展に伴う産業活動の急速な拡大が自然や生態系に大きな影響を及

ぼし、地球環境の汚染や破壊が深刻になっています。また、近年、世界各地で地球

温暖化をはじめとする気候変動による異常気象が頻発しています。地球環境問題は

人類存続のたに解決すべき極めて重大で深刻な課題の一つです。 

 

2011年 3月の東京電力㈱福島第一原子力発電所の重大な事故は、原子力発電に依

存する我が国のエネルギー政策と社会環境を見直す契機となりました。関西におい

ても、夏や冬の消費電力量のピークを減らすために住民と産業界が一丸となって節

電に取り組む必要があります。 

 

本センターにおいても、全職員が節電・省エネを可能な限り行っていくことが、

二酸化炭素排出量を削減する第一歩であることを再確認し、各人が積極的に取り組

む努力をしているところです。 

 

この環境報告書を通して、環境に対する本センターの取り組みについてご理解い

ただければ幸いです。 

 

 

理事長 大津 欣也 
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 ２ 環境報告書の対象 

 

 

■ 事業概要 

組 織 名：国立研究開発法人 国立循環器病研究センター 

設 立：1977年 

事業内容：循環器病に関する診断・治療、調査・研究および専門医療従事者の研

修・育成 

職 員 数：1,928名（うち常勤職員 1,310名）※2023年 3月 31日時点 

所 在 地：大阪府吹田市岸部新町 6-1 

 

■ 組織概要 

心臓病と脳卒中の両方を対象とした、世界でも稀有な最先端の大規模医療・研究

施設です。病院と研究所が併設されていることで診療上の問題点が研究課題とな

り、また研究成果のスムーズな臨床応用が可能になります。さらに、臨床で得ら

れた膨大なデータを蓄積・解析して研究に活用するシステムや産学官連携体制の

構築を推進することで、今までにない技術開発の実現も目指します。 

 

 

 

我が国の循環器医療の旗艦施設として、救急医療から早期リハビリテーション、

慢性期の治療まで一貫して実施しています。緊急性の高い循環器疾患の救急医

療体制をいち早く構築し、最先端の治療法も積極的に取り入れると同時に、国

民医療費の最多割合を占める循環器病予防にも注力しています。 

病院 
 

オープンイノベーション 
センター 

研究所 病院 
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病床数：550床 

＜主な診療分野＞ 

心臓病、補助人工心臓と心臓移植、脳卒中、生活習慣病、小児循環器疾患、周

産期・婦人科、予防健診 など 

 

 

臨床上の問題点を主な研究課題とし、循環器疾患の病態解明や新治療法の開発

を目指しています。タンパク質機序の分析や生体の詳細な観察研究、遺伝子情

報の解析などにより病態を解明し、その結果をもとにして開発した医薬品・医

療機器・治療法は、国内外の臨床現場で広く採用されています。 

＜主な研究分野＞ 

タンパク質研究、人工臓器・治療用デバイス開発、発生工学・ゲノム医科学、

再生医科学、 など 

 

 

病院と研究所が連携して循環器疾患の研究開発基盤を構築することを目的に組

織された研究開発基盤センターを改組して 2019年 4月に誕生しました。民間企

業や大学との共同研究拠点である「オープンイノベーションラボ」や研究者等

の交流を推進する「サイエンスカフェ」を整備し、オープンイノベーションの

実現を目指しています。 

＜主な取り組み＞ 

産学連携、バイオリソース・臨床データ・オミックスデータの活用 など 

 

■ 対象組織 

全ての組織を対象とします。 

 

■ 期間 

2022年度 

 

オープンイノベーションセンター 
 

研究所 
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 ３ 基本理念と方針 

 

 

■ 基本理念 

本センターにおける診療活動、研究、教育などあらゆる活動において、地球環境

への負荷軽減と社会の持続的発展に貢献します。 

 

 

■ 環境方針 

１． 本センターの活動から発生する環境に対するすべての負荷を低減して、環境

保全に努めます。 

２． 環境に関連する法令・規則を遵守するとともに、環境方針を達成すべく、目

標、実施計画を策定し、全職員が協力して実現を目指します。 

３． 環境教育の充実や実践を通して、環境改善に配慮できる人材を育成します。 

４． 省資源、省エネルギー、廃棄物の減量化、グリーン購入の推進及び化学物質

の適正な管理を行い、汚染予防や環境改善を継続的に行います。 
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 ４ 行動計画 

 

本センターにおいては、下表の目標を掲げ、基本理念と基本方針の実行に取り組

みます。 

 

領域 具体的な取組 

エネルギー消

費量の抑制 

 

電力使用量の

削減 

職員の執務空間の節電の励行 

職員への周知による冷暖房の適温設定 

上水使用量の

削減 

職員への周知による節水の励行 

廃棄物の管理

とリサイクル 

法律の遵守 化学物質の適正管理 

医療廃棄物の法令遵守 

実験等廃液の基準遵守 

グリーン購入

の推進 

調達物品の環境配慮 

リサイクルの

推進 

廃棄物のリサイクル推進 

環境コミュニ

ケーション 

 各種媒体を通じた環境情報の発信・環境啓発 
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 ５ 事業活動に係る環境配慮の取組の体制等 

 

センターでは、2012 年度より理事長を委員長とする環境委員会を設置し、化学

物質の安全管理、グリーン調達、省エネルギーの３つの課題別部会を設けて取組を

推進します。 

 

 

 

 

理事会 環境委員会 化学物質安全管理部会 

事務局 

（総務部内） 

クリーン調達部会 

省エネルギー部会 
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６ 物質フロー  

 

2022年度に、本センターで消費されたエネルギー量（電力、都市ガス、灯油、上

下水道）、原材料消費量、廃棄物排出量、及び環境負荷について示します。 

 

（１） 総エネルギー消費量 

本センターの総エネルギー消費量を電力、都市ガス、灯油使用量より算出した結

果を下記に示します。 

 

 

 

 年間消費量 総エネルギー消費量 

電力 35,879［MWh／年］ 347,282［GJ／年］ 

ガス 1,899［km3／年］ 85,461［GJ／年］ 

灯油 0.0［kℓ／年］ 0［GJ／年］ 

合計  432,743［GJ／年］ 

 

［載単位系ついて］ 

GJ（ｷﾞｶﾞ･ｼﾞｭｰﾙ）：発熱量を表す単位 1cal（ｶﾛﾘｰ）＝4.2 J  1GJ＝109 J 

 表 エネルギー別消費量 

 図 総エネルギー消費量 （2022年度） 
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 電力 ［kWh］  ガス［m3］  灯油［ℓ］  

4月 2,635,290 111,282  

5月 2,687,430 90,854  

6月 3,054,720 121,129  

7月 3,704,440 172,616  

8月 3,787,420 185,704  

9月 3,329,940 118,157  

10月 2,587,110 104,175  

11月 2,447,750 96,289  

12月 3,049,760 239,923  

1月 3,034,350 278,326  

2月 2,757,690 234,773  

3月 2,803,120 140,060  

合計 35,879,020 1,899,288 0 

前年度使用量 36,269,580 1,984,896 0 

前年度比 98.9%  95.7% － 
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 表 エネルギー量（2022年度） 
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７ 現状と取組み 

（１） エネルギー消費量の抑制 

■ 現状 

2022年度に、本センターで消費されたエネルギー量（電力、都市ガス、灯油 

及び環境負荷について示します。 

 

 

 電力 ［kWh］  ガス［m3］  灯油［ℓ］  

4月 2,635,290 111,282  

5月 2,687,430 90,854  

6月 3,054,720 121,129  

7月 3,704,440 172,616  

8月 3,787,420 185,704  

9月 3,329,940 118,157  

10月 2,587,110 104,175  

11月 2,447,750 96,289  

12月 3,049,760 239,923  

1月 3,034,350 278,326  

2月 2,757,690 234,773  

3月 2,803,120 140,060  

合計 35,879,020 1,899,288 0 

前年度使用量 36,269,580 1,984,896 0 

前年度比 98.9%  95.7%  

 

 

■ 取り組み 

対前年度比で電力使用量・ガス使用量とも微減となりました。電気・ガスとも最

も多く使用するのは空調設備と動力であるため、使用量は気温に左右される面が大

きいです。2022 年度は中間期の気温が比較的安定しており、かつ冬季の冷え込みが

あまり厳しくなかったため、エネルギー使用量は微減となりました。今後も引き続

き使用しない部屋の照明・空調停止や全館冷暖房の時期を遅くするなどの節電対策

を実施いたします。 

 

 

 表 エネルギー量 
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 （２） 水資源 

■ 現状 

2022年度に、本センターで消費された上下水道使用量について示します。 

 

 

 

 上水道 ［km３］  井水[k㎥] 下水道［km３］  

4月 6,097  20,770  20,902 

5月 3,172  22,733  22,910 

6月 3,499  27,726  27,458 

7月 6,314  33,877  33,909 

8月 7,772  33,232  33,490 

9月 4,041  26,441  26,672 

10月 2,288  20,540  20,632 

11月 2,717  17,908  18,062 

12月 9,571  17,563  17,710 

1月 9,411  17,546  17,646 

2月 8,536  15,110  15,240 

3月 8,747  15,402  15,487 

合計 72,165  268,848 270,118 

前年度使用量 71,720 299,480 301,951 

前年度比 100.6% 89.8% 89.5% 

 

■ 【取り組み】 

2021年度と比べて上水道（市水）使用量はほぼ横ばい、井水および下水使用量

は 10％以上の削減となりました。水道使用量が多いのは空調機の冷却水やボイラ

ー等蒸気圧力容器、動物飼育施設等であるところ、2022年度は年間を通して気温

の変動が 2021年度より緩やかであったことから、空調の冷却水として使用する井

水が減少したと考えられます。一般的には空調機にかかる定期的な清掃や保守点

検により機器内部を清潔に保つことで水道使用量を抑えることができるため、今

後も引き続き設備機器の適切なメンテナンスを行います。 

 

 

 

 

 

 

 表 水道使用量 
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 （３） 廃棄物 

廃棄物は、感染性廃棄物を、一般廃棄物と明確に区分しています。 

感染性廃棄物は、病院や研究所で使用された血液等が付着した布類や使用済みの

注射針などで、感染性の恐れがある廃棄物です。 

 

 

 

 

 

■ 廃棄物の適正な処理の取り組み 

（感染性廃棄物について） 

規程を制定し、管理体制を整備するとともに、これら感染性廃棄物の搬出・処

理の過程において感染事故が発生しないよう努めています。 

また、基本的には感染性廃棄物は発生時点で他の廃棄物と分別して排出し、絶

対に混入してはならないことになっています。従って、感染性廃棄物を排出する

際には必ずセンターが指定する専用の段ボール箱又はポリ容器を使用し、その管

理には万全を期しています。 

各部署から専用の段ボール箱及びポリ容器で搬出され、清掃請負業者によって

専用の集積場所に搬入されます。そして、ここに集められた感染性廃棄物は、産

業廃棄物委託業者が週に 8回程度の割合で収集運搬・処理をします。その際には、

排出量を記載した産業廃棄物管理票（マニュフェスト）を交付し、さらに平成 26

年 10月 1日より電子マニフェストを導入し、これらにより排出から最終処分まで

の処理が適正に行われていることを確認します。 

 

（一般廃棄物について） 

一般廃棄物については日常生活で発生する一般ごみ、缶、ペットボトルに分類

されます。これらの分類は、吹田市の分別方法に従って分別しております。 

 

 

 

 

  

 

 

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

一般廃棄物（kg） 531,200 475,160 343,928 380,735 390,020

感染性廃棄物（kg） 289,440 311,930 344,710 368,530 394,400

 表 廃棄物 
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（４） グリーン購入・調達の状況 

グリーン購入・調達については、グリーン購入法（国等による環境物品等の調

達の推進等に関する法律）に基づき、環境負荷低減に資する製品・サービスなど

の調達を進めるとともに、調達の実績の概要をとりまとめ、公表しています。物

品等の調達に当たっては、品目に応じて、エコマーク等の既存の情報を活用する

ことにより、なるべく環境負荷の少ない物品の調達に努めました。 

2020年度の調達の状況等は調達目標を達成しました。以下は具体的なグリーン

購入・調達の実績です。 

 

 

分野 総調達量 特定調達物品等 調達率 

紙類（7品目） 61,058kg   61,058kg   100 

文具類（85品目）    

  鉛筆等 4,856本   4,856 本   100 

  クリップ等 12,027個   12,027 個   100 

  封筒等 180,000枚   180,000 枚   100 

  紙ファイル等 2,892冊   2,892 冊   100 

 

 

（５） その他環境に関する取り組み 

■ 構内の自然環境に対する取組 

本センターは、JR岸辺駅北側に展開する「北大阪健康医療都市（健都）に 2019

年 7 月に移転しました。旧センターのあった藤白台と異なりセンター周辺は都市

化されていますが、本センターの屋上や建物周囲は緑化に努めております。 

植栽は、北摂丘陵・淀川水系の植生に配慮して計画しています。また、JR沿い

の緑道や摂津市境界の公園と一体化して緑地を整備しました。 

 

 


